
 

 

男女協力して活動に取り組み，学級や部活動を中

心としながら仲の良い友達をもっている。友達とも

深く関わるようになる一方で，時折，よく考えずに

思いつきで発する言葉が原因となるトラブルが起

こることがあり，言葉の大切さについて，日頃から

考えなければならないような場面も見られる。ま

た，集団の中で一人になることを恐れたり，安易な

考えや表面の楽しさだけから友人の間違った言動

に同調したりする場面が見られる。また，自分の携

帯電話やスマートフォンを所持している生徒が多

く，メールやラインのつながりで，学校生活はもと

より校外での友人関係においても，親交を深めてい

る。メールやラインによる問題を未然に防いだり，

生じた問題点を解決するために，本当の友情につい

て考えさせるきっかけとしたい。 

 

中学校第１学年 道徳学習指導案 

  

１ 主題名 本当の友情 【内容項目Ｂ－(８)友情，信頼】 

 

２ 教材名 「受け取ったメール」（改作） 

 

３ 主題設定の理由 

○ねらいとする価値について             ○生徒の実態について 

 

○教材について 

 

○指導について 

本時の導入では，親友のためにしてあげたことについて振り返らせたり，事前アンケートを提示したりしなが

ら，自分と親友の関係を思い浮かべさせ，資料につなげていきたい。そして展開前段で，親友から送られたチェ

ーンメールを想定し，どのような行動に出るかを考えたり，意見を交流したりしながら，親友の間違った言動を

忠告することが，相手を思う友情につながることに気付かせたい。 

後段では，チェーンメールを止めることに焦点を当て，グループの話合いで，よりよい友達関係を築くための

手立てを出させたい。最後には，相手を思う気持ちをもつことや友情の尊さについて，自分のこととして考えた

り，判断したりすることの大切さを考えさせたい。 

 

４ ねらい 

友達に忠告することのできない心の弱さを実感するとともに，互いに信頼し合える本当の友情について考

えを深める。 

 

中学生の時期は，互いに心を許し合える友達を真剣に

求めるようになる。また，児童期からの成長とともに，

親や教師から自立しようとする気持ちから，喜びや悩み

など自分の心情を，同世代の友達に理解してもらいたい

という気持ちが強くなってくる。そのため，時に表面的

なところだけ合わせて同調したり，その場だけの関心や

都合のいい関係を作ったりすることもある。 

また，現在では，身近で便利なツールとなっているメ

ールで友達とつながっていることの多い中学生にとっ

て，携帯電話やパソコンに潜む危険性を理解していて

も，自分を制することが難しく，表情が見えないやりと

りが，ときに友情や信頼を崩してしまうこともある。 

このような時期に，相手の内面的なよさに目を向け，

互いに励まし合い，忠告し合い，信頼を基盤として成り

立つ友情について深く考えさせたい。 

チェーンメールは，携帯電話やパソコンに「このメールを３人の人に送ってください」などのように，同じ内

容のメールを多くの人に転送することを求めているもので，これにより，いつの間にか悪口や陰口が広まり，悲

しい，苦しい思いをする人がいる。本資料は，チェーンメールが回ってきたときの対応について，どうするべき

か，情報モラルを学ぶことができるものであるが，本授業では，送ってきた友人にとって，自分がどうするべき

か考えさせて，本当の友情について考えさせたい。携帯電話でつながる友人関係が多くなるこの時期に，この題

材を扱うことで，自分と重ね合わせて友情について振り返らせるようにしたい。 
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５ 展開 

 学習活動 主な発問(◯)と予想される反応(・) 指導上の留意点 

 

導 

 

入 

 

 

／ 

１ 自分と親友との関係

について考える。  

 

２ 携帯の所持率や利用

率について全体で交流

する。 

 

○あなたがこれまで親友のためにし

てあげたことは，どんなことです

か。 

・自分と親友との関係について，事前

にアンケートをとり，結果を紹介す

る。 

・普段の生活での電子メールの利用を

想起させ，資料へとつなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

３ 資料「チェーンメー

ル」を読んで，自分の行

動を考える。 

 (1) ワークシートの１

に自分の考えを書

く。 

【書く活動①】 

 (2) ネームカードを黒

板に貼る。 

 

 

 

 

 

 

(3) 班の話合いのま

とめを代表者がホワ

イトボードに記述

し，黒板に貼る。 

【話合い】 

 

(4) ワークシートの

２に自分の考えを

書く。 

【書く活動②】 

 

 

 

○もし，あなたが，仲の良い友達から

このメールをもらったら，回します

か，回しませんか。それは，なぜで

すか。 

【回す】 

・幸せのメールだから。 

・なんとなく。 

・メールの内容による。 

【回さない】 

・どうもしない。 

・送ってきた相手に連絡する。 

・○子さんがかわいそうだから。 

○班で意見を出し合って，どうする

か，話し合ってみましょう。 

 

 

 

 

○このチェーンメールを止めること

ができるような友情とは，どのよう

な関係だろうか。 

・相手を思って行動できる。 

・信頼し合える関係。 

・携帯電話以外の友情。 

・いけないことを注意できる関係。 

 

・実際に経験があるかどうか聞いた

り，いくつかの例を見せたりして，

安易に回してしまう気持ちに共感さ

せる。 

・「回さない」を選んだ場合，どうす

るかを考えさせる。 

・理由を分類し，それぞれどのような

心情でこのような行動に出るのか考

えさせる。 

・電子黒板を使い，イラストの中でメ

ール文を紹介し，実際に受け取った

場面を想像させて，課題を見付けさ

せる。 

 

 

・その行動が，誰のためになるか，具

体的に考えさせて，ねらいに近付け

る。 

・チェーンメールが，短時間で広範囲

に広がることに気付かせる。 

 

・出された意見と同じような考えをも

っている生徒に発表させたり，出さ

れた意見についての考えを発表させ

たりして，全体で交流を広げていく。 

 

終 

 

末 

４ 授業の感想を書く。 ○授業を通して，考えたことや感じた

ことを書きましょう。 

・真の友情を築くことにつながる場面

や名言を紹介し，余韻をもって終わ

る(または，教師の体験を語る)。 

・ワークシートに「これからの自分」

の枠を作り，自分の生活につなげさ

せる。 

 

平成27・28年度　小・中学校道徳教育

佐賀県教育センター授業実践(4)学習指導案-2


